
ベトナムドリームプラン・ 
プレゼンテーション 

Vietnam Dream Plan  
Presentation  

2012 

後援者 

 

在日ベトナム学生・青年協会（VYSA） 

財団法人日本・ベトナム文化交流協会（JVCA） 

日本アセアンセンター 

株式会社 アリーナ 

アセアンブリッジ株式会社 

川崎商工会議所 

ウィズスクエア 

WAVIET JAPAN 

ベトナムスケッチ 

エーペックスインターナショナル株式会社 

株式会社 アントプレナーセンター 

立命館アジア太平洋大学（APU） 

(順不同） 

 
Contact us 
 
HP        http://vietnamdrepla.jimdo.com/ 
Email   vietnamdrepla@gmail.com 
FB        http://www.facebook.com/VietnamDrepla 
Tweet   @Vietnam_Drepla 

 

http://vietnamdrepla.jimdo.com/
http://vietnamdrepla.jimdo.com/
http://vietnamdrepla.jimdo.com/
http://vietnamdrepla.jimdo.com/
http://vietnamdrepla.jimdo.com/
http://vietnamdrepla.jimdo.com/
http://vietnamdrepla.jimdo.com/


‘日本に住むベトナム人に、もう一度夢を思い出すきっかけを作りたい’ 

‘人と人をつなぎ夢を応援し合える出会いを作り出したい’ 

 

‘人々の心が震え、発表者と同じ思いになる感動と共感の体験型プレゼンテーション’ 

 
きっかけ 

あるベトナム学生がこのよ
うに思いました。“留学生
は夢を抱き日本に来たのに、
気付けばバイトや仕事で忙
しい日々。ベトナムを経つ
時に抱いていた夢はどこ
へ・・。”そんな時、日本
で開催されていた「ドリー
ムプレゼンテーション」の
イベントに出会いました。
世界中の人が自由に夢を描
き、語り、挑戦をする社会、
そして、それを忚援する人
たちがたくさんいる社会の
実現」を目指すという理念
に感動しました。これを
きっかけに、日本に住むベ
トナム人にもう一度自身の
夢を思い出すきっかけ、そ
して、人と人をつなぎ夢を
忚援し合える場所を提供し
たいという思いが芽生えま
した。このようにベトナム
ドリームプランプレゼン
テーションが誕生しました。 

概要 

ベトナム・ドリームプランプレゼンテーション(略ベトナム
ドリプラ)とは、日本に住むベトナム人が、自らの夢を発表
するプレゼンテーション大会です。夢を語ることにより、
決意を固め、夢の支援者と出会い、夢実現へ向けての第一
歩となるステージです。 

特徴 

プレゼンテーションでは事業の価値を説明するのではなく、
見ている人にその事業が社会に広まった時、どんなシーン
が起こるのかを体験してもらいます。プレゼンターは10分
間という限られた時間の中で、事業の価値、あきらめない
理由を体験的に伝え、見ている人たちに大きな感動と共感
を与えます。その結果、真の支援者を集めることができる
ようになります。 人々の心が震え、発表者と同じ思いにな
る感動と共感の体験型プレゼンテーションによって、夢の
実現化の第一歩を踏み出します。 

 

ベトナムドリプラの流れ 

 説明会 エントリ 選考 結果発表 相互支援 リハーサル 本番 

ベトナムドリーム 
プレゼンテーションとは 

小高泰 

サイゴン（現ホーチミン市）生まれ。ベトナム
戦争後からドイモイ政策に至るまでのベトナム 
の安全保障や社会の変遷を主なテーマに、政
治・社会の分析を行っているベトナム研究者。 
 1994年から96年まで在ベトナム日本国大使館
の専門調査員として現地に滞在。現在は拓殖大
学や敬愛大学、早稲田大学などで主にベトナム
語講座を担当。その他、講演会や著書を通して
ベトナムのディープな面々についての紹介も
行っている。これらの活動背景から、日本に住
むベトナム人との交流も多く、彼らの生活実情
にも広く通じている。拓殖大学や早稲田大学な
どでベトナム語を教えています。研究テーマは
現代ベトナム史で、ベトナム戦争以後のベトナ
ムの政治・社会に関心を持っています。最近の
著作は『ベトナム検定』、『おいしいベトナム
料理』などです。 

あきらめない理由の明確さ 

心が震える感動、わくわく感 

プレゼンターの人生観・現体験 

夢の独自の価値 

中野 亮 
 

キャピタル・パートナーズ証券（株） 
資産営業第3部 次長 
ファイナンシャルプランナー 
（財）日本・ベトナム文化交流協会 財務委員 

 
３日間で28万人動員した2008年ハノイさく
ら祭りのボランティアスタッフとして初ベ
トナムを経験し、財団活動を中心にベトナ
ムを忚援しています。2009年より、日本に
来てくれているベトナム人を「おもてな
し」の意味で交流会「ベトナム倶楽部」の
幹事を努めています。このドリプラからベ
トナムで企業し上場する企業家の主幹事を
引き受けることが私の夢です。 
座右の銘、「彼らの成長、我らの成功！」  

コメンテーターの紹介 

川合径 
 

株式会社アントレプレナーセンター 
ドリームプラン・プレゼンテーション事務局長 
 
大学卒業後、半導体商社で8年間営業として働
くも、もっと世界に影響を与える人間になりた
いと、現職に転職。夢と自立と相互支援の社会
を実現するために、ドリプラ世界大会の運営を
行い、そこで得た経験やノウハウを、全国各地、
海外などで開催するドリプラへ伝え、忚援をさ
せていただいています。夢は、各地域が自立し
た、持続可能な社会の実現。 
座右の銘は、鶏口牛後。 

野元千寿子 
 

20代から日本語教師としてキャリアを積み、
明治大学、JICA、JETRO、サンパウロ大学
などで日本語教育に携わる。2002年からは
大分県別府市にある立命館アジア太平洋大
学勤務。言語教育センター教授としてGBLP
（グローバル・ビジネスリーダー育成プロ
グラム）のビジネス日本語教育を担当。
2011年に退職した後は東京に戻り、ビジネ
スマンの夫と共に教え子たちへの「アフ
ターサービス」を楽しんでいる。このベト
ナムドリームプランは、ベトナムの若者が
世界との拘わりを深めながら自分の将来を
考え発表することで、周囲の人々にも夢と
希望を与える格好の機会であり、ますます
の発展を祈念している。  

★相互支援とは? 
主に「総会」と「個別会」の２つの方法で行われます。相互支援から、プレゼンテーションを完成
させるまでスタッフとメンターが全力でサポートしてゆきます。※総会：スタッフ、メンター、プ
レゼンターが全員集まり、多くの人の前でのプレゼンの練習や、フィードバックなどを行います。
※個別会：基本的に担当メンターとの１対１で行われ、プレゼンターの夢をヒヤリング、事業計画
やプレゼン内容へのアドバイス、自己分析において見落としがちな要素や強みを再認識させるなど、
全力でプレゼンターをサポートする存在です。 
 

藤井 実（ベトナム名：Ngo Hung Lam） 
 
1980年に来日。以来、1995年にかけて色々な大変なことに挑戦した上、ベトナム陶器及び花
販売関連企業を設立。現在、当企業は地面が1万平方メートルで、数多くの人々に仕事をも
たらしている。いつも忙しいにもかかわらず、在日のベトナム人留学生に交流する時間を設
けている。 



ベトナムドリプラ 
サポータ 

岩橋 
 

プレゼンターの皆さんへ 
「夢を形に」とよく言われますが、その
原点は「言葉にする」ということだと思
います。皆さんは夢を自分の言葉で語り
始めましたね。大きな一歩だと思います。
そして夢として語った想いを、是非形に
していきましょう。忚援しています。 

営野博明  
ITコンサルタント  
 

コミュニケーションにおいて、「聞き手
に自分のことを理解してもらうこと」は
もちろん必要ですが、「自分が望むアク
ションを取ってもらうこと」も重要だと
思 います。そのベースとなるのは「共
感」だと思います。皆さんのプレゼン 

碇 多香子 
キャリアコンサルタント 
 
「夢」を語りだした瞬間から、
自分も、世界も変わり始め
る！約半年間、「夢」と真剣
に向き合うプレゼンターの皆
さんを忚援をする中で、忚援
するはずの私自身、とても動
かされてきました。プレゼン
ターとしてもサポーターとし
ても、このイベントに参加す
ることは、その後の人生を大
きく変えてしまうかもしれま
せん。そんな計り知れない力
を持つ「夢語り」のイベント
に、皆さんもぜひ参加してみ
てはいかがでしょう？！考え
ただけで、どきどきしてきま
せんか？ 

仲尾 美惠子 
官公庁 非常勤職員 
 

ベトドリの感想：全く知らない世界があ
るのを知ったことが、自分にとってプラ
スとなり感謝しています。若者達が夢を
語り合える場所はとても素晴らしいです
ね。メンターとなっての感想：皆さんの
夢を聞いていて、私もパワーをもらって
います。微力ではありますが、尐しでも
お役に立てれば光栄です。 

プレゼンターへのメッセージ：自分の気持ちが伝わるよう、
自分の言葉で素直に表現できればいいですね。純粋な皆さ
んの夢はきっと実現すると思います。 

テーションで、多くの共感が生まれることを期待しています。
これからも忚援しています。 

                         メンターとは 
 

        メンターの方は夢に挑戦するプレゼンターのアドバイザー・サポータです。第
一観覧者としてプレゼンターの夢をヒアリングします。プレゼンターの自己及び夢分析・プレ
ゼンテーション作り込みをサポートします。プレゼンターの夢を聴き、真のストーリを引き出
す大事な役割であり、プレゼンターのやる気スイッチを入れてくれる存在でもあります。 

サポータよりお言葉 当日のアジェンダ 
  
 オープニング  14:00 
 プレゼンテーション（前半） 14:30 
 Quach Duc Anhの夢 
 Dong Minh Tuanの夢 
  休憩   15:10 
  音楽パフォーマンス 15:20 
    松島 よしお氏 
    立命館アジア太平洋大学 卒業生 
    DONG DU 学生 
  プレゼンテーション（後半） 15:40 
 Pham Bich Ngocの夢 
 Nguyen Xuan Truyenの夢 
  受賞式   16:20 
  クロージング               16:50 
  交流会                  17:00 
  終了   18:00 

   人の夢の発表を観ること。それがこんなに涙を流し、心が洗われ、感動するこ
とだとは思っていなかった。常に夢を持つこと、難しいと思っていても挑戦をするこ
と、舞台に立つ発表者の姿からは、忘れかけていた大切なことを思い返させてくれる。
これが私が感じたドリームプランプレゼンテーションの最初の印象だった。 
「いつか、ベトナムとつなげてドリームプランプレゼンテーションをやりたい」。 
ベトナムに関心の強い仲間たちと、口々に語り合っていた。 
2011年1月、1回目の開催が実現した。 
プレゼンターが見つからない。観客が集まらない。ベトナムドリプラの伝え方が分か
らない。先が見えない中であっても、言葉に出せばできる。形になる。仲間が集まる。
そう信じて、いくつもの壁を乗り越え、それを体験してきた。プレゼンターたちの夢
に向かう姿に背中を押され、自分たちも夢を言葉にし、前に向かってきた。そして今、
２回目の「ベトナム・ドリームプランプレゼンテーション」が始まろうとしている。
日本にはおよそ4万人のベトナム人が住む。彼らの多くは日本で得た経験と学びを持
ち、いつかは母国に帰る人が多いという。日本に住むベトナム人の持つ夢が、いつか
は日本とベトナムの将来を創っていくのかもしれない。遠い未来のことだろうが、ふ
としたところから生まれる出会いや気づきから夢は育まれていく。ベトナムドリプラ
は、そんな出会いや気づきがたくさん詰まったイベントだ。プレゼンターたちの夢に
向かう第一歩。どうか、彼ら自身の声を聴いていただき、夢の忚援者となっていただ
ければ幸いです。 
                   2011年イベント運営リーダー 坂本侑奈 

一
歩
を
踏
み
出
そ
う 



“the best way to predict the future is to create it”  

Quach Duc Anh 
生年月日 ： 1989年2月27日 
出身 ：べトナム、ハノイ 
 
2007.9  ：法律大学に入学 
2007.11      ：日本法律教育センター に入学 
2008.1       ：Tâm Việt Group (教育団体）セミナー教師として参加 
2009.4     ：YCV（Ý chí Việt) というコミュニティーを立上げ 

2009~2010  ：“Thuyết trình đỉnh cao”というスピーチイベントを運営（４回） 

2010.1       ：法律大学スピーチコンテストの３位受賞 

2010.12  ：学外で法律サークルを立上げ 
2010~2011   ：“I can be a leader”というセミナーを運営（５００人規模） 

2011.1        ：“ELITE - Hội tụ tinh hoa” という学生コミュニティーを立上げ 

2011.6         ：大学卒業 
2011.7~      ：日本に留学 

“私の夢はソーシャルビジネス学院を建てることです。 
 
社会的責任のある若者を育てます。彼らは次世代の若い
リーダとなり、新しいムーブメントを起し、他の若者を喚
起します。それは波のように革新を引き起こします。才能
社会的責任がある若いリーダーこそが未来を作ります。” 

“私の夢は将来ベトナムで空手の道場を開くことです。 
  
もっと強くなりたい気持ち、もっと正々堂々と生きていきたい気
持ち、もっと両親や友人に誇りを持ちたい気持ちをベトナムの子
供たちに空手道を通じて教えたいと思います。また、将来剛柔流
空手道をベトナムで展開したいと思います。日本の技だけではな
く、日本の文化や礼儀や精神をベトナムの子供たちに教えていき
ます。“ 

Dong Minh Tuan  
生年月日 ： 1988年5月26日 
出身   ：ベトナム、ハイフォン 
 
中学生時代:ハイフォン。１２歳から中国のWushuを練習しは
じめましたが、２年後、高校の受験勉強で練習中止。 
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“気合いをいれて” 

 上を向けば夢は近くなる！ 

 

Nguyen Xuan Truyen 
生年月日  ：1988年4月4日 
出身   ：ベトナム、ハイズォン 
 
１３才： 親からもらったラジオを解体
し、音声を出す原理を調べた,いろいろな
回路を作ってみた。 
１４才： 物理の勉強を始める 

１８才： ハノイ工科大学に受験し、将
来はエンジニアとして活動しいという    
夢ができた。 
１８才： 高校卒業、校長先生の推薦で
大学受験後一人でホーチミン市において
日本語を勉強を始めた。 
１９才： 日本の朝日新聞奨学生として
来日、神奈川県に住んで、渋谷にある東
京日本語学校に入学。 
２１才： 大学受験、名古屋工業大学に
合格。その後、名古屋に移転。国際交流
に興味を持ち、現在は名古屋国際セ     
ンターでボランテアをしている。 

Pham Bich Ngoc 
生年月日 ：1987 年12月11日 
出身    ：ベトナム、ハノイ 
 
１６才 大阪に１０ヶ月間ホームステイし、日本のことがとても好きになった。 
１８才 大分県、別府市にある立命館アジア太平洋大学に入学。 
２２才 大学を卒業し、東京で社会人の生活を始めた。 

¬Believe in yourself, you can do it!º  

 ˺

“私の夢はこの一度しかない人生を自分らしく、精一杯
で生きていくことです。できるだけたくさんの人と出会
い、沢山の新しいことにチャレンジしてみたいです。将
来、起業家として、自分のビジネスを立ち上げ、自分の
能力を活かしながら、人生を楽しく、歩んでいきたいと
思っています。 

“私の夢はベトナムの教育質を
高めることです。 
 
小さい時に父が言いました。
“勉強して、大学に入ったら、
人生が変わります。”私はずっ
とこのことばを心の中におさめ、
一生懸命、勉強しました。運が
よく、物理コンテストに優勝し 

日本に留学する機会が得ました。充実した日
本の環境で勉強し、先輩に支えられ、私は人
生が尐しずつ変わっていると感じます。私は
日本で学んだことを活かして、ベトナムでも
同じ環境を子供たちに提供したいと思ってい
ます。そして、尐しずつベトナムの教育質を
高めていきたいです。“ 


